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Too much in the pursuit of economic efficiency and rationality, productivity, many of the architecture seen 
today, similar space by a single module are arranged vertically and horizontally. Feel to the user, such 
architectural space causes the monotony of spatial experience, as let is half the charm of architecture. 
Can be liquidity does not happen to each other chamber space as a "box" was closed, giving the spatial 
awareness piecemeal as a result, perceive it as a collection of rooms that are arranged monotonically anymore. 
As described above, in the urban architectural form is lost, rather than form first the whole, to reconsider the 
relationship between space and space as a part, change the connection method and proximity, he made the 
building from the inside depending on how that goes, we propose one way to change the relationship between 
people and space, and space and space in architecture. By this plan focuses on schools and programs consistent 
junior high and high school, to reconsider the relationship between space and space, we propose a new way of 
school as a place of learning, a place to live. 
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 １. はじめに	 
今日見られる建築の多くは、経済性や合理性、生産性を
追求するあまりに、単一モデュールによって類似した空
間が上下左右に配列されている。	 
そのような建築空間は利用者に対して、空間体験の単調
さを引き起こし、建築の魅力を半減させているように感
じる。閉ざされた「箱」としての室空間同士に流動性は
起こりえず、結果として断片的な空間認識を与え、それ
はもはや単調に配列された室の集合体であると捉える事
が出来る。それは結果として、建築の外観にも表れ、画
一的な外観による建築・或いは空間によって都市は構成
されてきていると考える。	 
	 
以上のように、建築の形態が消失した都市において、全
体をまず形作るのではなく、部分としての空間と空間の
関係性を再考し、その隣接性や接続方法を変え、内側か
ら建築を作っていくという方法によって、建築における
空間と空間、そして人と空間の関係性を変える１つの方
法を提案する。	 
	 
	 
本計画では小中一貫校といったプログラムに着目し、
空間と空間の関係性を再考することで、生活の場・学
びの場としての新しい学校のあり方を提案する。	 
	 
２.研究要旨	 
(１)運営方式と小中一貫校	 
近年、小学校と中学校で全く別な教育をするよりも、
一貫性を持たせた教育をした方が良いということか
ら、小学校と中学校の教育を統合した公立の小中一貫
校が徐々に開校してきている。	 
ある小中一貫校では学年の区切り（制度）としては 6・
3 制を採用しているが、教育のカリキュラムとしては
4・3・2 制を採用している。	 
学年の区切りは失わず、教育に一貫性を持たせること
によって学力の向上を図っている。	 
本計画ではいくつかの事例を参考とし、連動した小中
一貫校の運営方式を提案していく。	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(２)動線計画と教室型	 
運営方式より、各学年の教室型を選定し、動線計画を
行っていく。	 
	 
総合教室型・特別教室型（小学校 1 年~小学校 4 年）	 
総合教室型と特別教室型は今まで１番多く見られる
タイプであり、クラスルームまわりで大部分の学習・
生活を行う。  
国語・社会・数学・英語等、普通教科や講義的な授業
はクラスルーム・普通教室で行い、理科・図工・美術・
家庭・技術・音楽等の実験・実習的授業は特別な設備・
機器・什器等を備えた特別教室で行う方式。  
	 
低学年であることから、昇降口から近い位置に各教室
を配置していき、周辺には図書室やランチルーム、家
庭科室などの高学年も利用する教室を配置すること
で低学年教室の周辺を高学年の生徒が回遊できるよ
う計画する。	 
	 
教科教室型（小学校 5 年~中学校 3 年）	 
教室はすべて教科の教室になるので、従来のような学
級の教室は無い。	 
ホームベースと呼ばれる部屋が学級ごとにあり、各自
のロッカーなどがある。	 
ホームベースは普通教室の半分くらいのスペースの
ため、学級活動や朝や帰りの会、道徳、給食、総合的
な学習の時間は、ホームベースに隣接する教科教室を
学級活動用の教室として割り当てられる。	 
	 
本計画ではホームベースは設置せず、学習空間である
教室の外部、即ち廊下空間に生活の場所を設けること
で教室の利用方法に選択性を持たせる。高学年の生徒
が利用する教科教室は学年の隔たり無く、利用するこ
とを前提とするので、小学校から中学校に上がる際の
ギャップ等、小中一貫校に存在する様々な問題を解消
するアプローチとなり得る。	 
	 
	 
(３)シームレスに繋がっていく教育施設	 
動線計画と教室型によって物理的には教室と廊下
などの関係性はシームレス化するが、本計画では物
理的な繋がりだけではなく、高学年と低学年・生徒
と教師などの様々な関係性をシームレス化でき得
るよう計画していく。	 
	 
３.謝辞	 
修士設計・論文の制作にあたり、研究室指導教員で
ある富永譲教授には的確な指導をして頂き、大変感
謝しております。また、副査として指導して頂いた
永瀬克己教授、渡邊真理教授や授業を担当して頂い
た坂本一成氏にもこの修士設計をより充実したも
のにするためご指導頂き、本設計を成し遂げること
が出来たのだと感じており、大変感謝しておりま
す。有り難うございました。	 
	 
４.参考文献	 
GA	 JAPAN80	 5-6/2006（A.D.A.EDITA）	 
学校を変えよう（工藤和美監修	 エクスナレッジム
ック）	 (2008/11/20)	 
建築文化	 1988 年 12月	 ―	 シーラカンス	 透過する
都市の風景	 （彰国社）	 (1988)	 
これでいいのか小中一貫校―その理論と実態（山本
由美	 藤本文朗	 	 新日本出版社）（2011.09）	 
Hosei University Repository
